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　　　・親に納得してもらえない

　　　・ユニフォームのおさがりを集めて、入団選手には使用してもらい最初の負担軽減を図っている。

　　　・お父さん、お母さんの繋がりで行うのが定着しやすい。

　　　・地元の学校は軟式が強くて大々的な勧誘が出来ないが、親同士、子供の声掛けで広まって入って

　　　・定期的に体験会を行っていく予定。

　　　・自リーグでは体験会は行っていないが、昨年秋のＴボールで入ってくれた子が何人かいる。

　　　・親が学校の参観の時に誘ったりしている。子供同士で誘っても、親に反対されてしまうので、声掛けして

　　　・子供が声を掛けたり、Ｔボールに誘うが、子供はやりたくて来るのに、家の人が反対するところもある。

　　　　昨年この時期に１０名→現在２２名

　　　　くれている子供も多い。

　　　　誘ってくるのは母親。

　　　・親のつながりや、友達に声掛けして体験会に来てもらう。

　　　・野球は大変と言うイメージが払拭できない。

　　　・地区行事で野球の体験会を行った。

　　　・昨年、Ｔボールで入団に繋がった。イベントの力は強いと思う。

　　①大会中のアナウンス指導について

       アナウンス講習会も定着し、机上講習、実践講習に取り組んでいただき、放送技術も向上しています。

　　　継続して頂き、新人の皆さんにも、練習試合などでもたくさん練習をして頂き、本戦に臨んで欲しいと思います。

　　　講習会希望は酒井に日程の連絡をして下さい。

　　②リーガー集めのための普及活動について

　　　・各地区、学校にチラシ配り（体験の案内）

　 　監査は11月に予定。

（３）2017年度活動計画・予算について（柳原部長・佐藤副部長）

　　・４月９日、ブロック予選開会式後、女性部会を開催します。

　　・１０月　反省会　　　・随時、アナウンス指導、講習会の開催（依頼は酒井に連絡）

    ・今年度、中南信ブロックからの活動補助費が50,000円になった報告をしました。

（４）女性部会活動内容について

女性部の活動について

（１）組織について　（柳原部長）

　　名簿参照し、説明。

（２）規約について　（柳原部長）

　　・規約は本会である中南信ブロック規約に付随しています。一読しておいてください。

　　・2017年度会計監査の選出　　中南信ブロック　柳原事務局長 ・　堀金リーグ　村越さんに決定

【配布資料】 女性部会規約・次第（事業計画・予算・組織名簿）・参加者名簿

副理事長あいさつ　（原田副理事長） 司会進行：酒井恵子

部長あいさつ（柳原礼子部長）

自己紹介

＜議事録＞ 中 南 信 ブ ロ ッ ク 第 1 回 女 性 部 会

平 成２ ９年 ２月 １８ 日（ 土） 開 催 時 間 　午後１時～２時30分

参 加 者 ３ ０ 名 （ 役 員 含 む ） 松本市総合体育館　大会議室
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（５）

女性部HPは今まで以上に利用しやすく、情報提供するために新しい部屋を作成中です。

　　　　チラシは広範囲に配布（朝日村、山形、奈川、梓川、波田、学童、保育園など）

　　　　そのあと、練習で体験に来てくれた子供も入団に繋がった。

　　　　貼ってもらう。

＊ネームカードはブロック予選開会式後の部会にて配布します。

閉　　会

３月中にはアップしますので活用してください。

　②ネームフォルダーについて

　　部会終了後、写真撮影。（支部の方はありません）

　　中南信ブロックの大会時につけていて下さい。女性部の方だとわかるようにしたいと思います。

　　フォルダーが無くなってしまった方は酒井まで連絡下さい。

　　　・昨年、体験会に合わせ学校にチラシ配り。実際に入団してくるのは、お父さん、お母さんが興味のある家庭。
　　　・フェイスブックの活用（保護者会長がアップ）

（５）その他

　①中南信ブロックの会場費のついて（中南信ブロック会計：酒井）

　　大会会場費は昨年同様、１面５，０００円です。

　　婦人部の皆さんが負担にならない湯茶の用意をお願いします。

　　　・随時、体験会を行っている。これからまたチラシ（Ａ４）や大きなポスターを作成しガストなど目にとまるように

　　　・子供が楽しいという事を学校でアピールして話をする。

　　　　体験会ではプレイしている写真やボール投げの飛距離の記録などをお土産にしている。

　　　・チラシを新しく目立つデザインにして写真を載せたりして配布。

　　　・体験会を開催。

　　　・ＨＰを見て入団した子がいる。ＨＰをもっと活用出来る様にしていく。

　　　・親同士の繋がりで入団

　　　・選手の学年のバラつきがある。体験会をやるか、親の繋がりで勧誘を行うか模索中。

　　　・事務局が力を入れてチラシを作ってくれて配布。

　　　・保護者が写真やレイアウトを行いカラーのチラシを作り、学校で配布。子供同士でも声掛けをしている。

　　　・安曇野テレビのＴボール大会、指導者部のＴボールに参加してもらい楽しんでもらった後、勧誘するようにした。

　　　　保護者の繋がりで勧誘。子供や親からも勧誘するが、親が大変といわれてしまう。

　　　　親にも理解してもらえるように話をしようと思う。

　　　・４月、１０月に体験会（体験会前にはチラシ配布）。

　　　　体験会に来てもらえるようになれば良いと思う。

　　　　大変と言われてしまうが…そんなことは無いとやんわり答え、「楽ではないが大変でもないよ」と話をしている。

　　　・マイナーの選手が少なく、試合が出来ない、練習も出来ないといった状態であったが子供が作成した

　　　　チラシを配布。お父さん、お母さんたちが声掛けして今はチームになった。

　　　・野球が初めての子が多く、みんなが初めてで団結力があるので、「大丈夫だよ」と声掛けや勧誘が出来ている。
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